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はじめに

栽培漁業が全国的に推進される中で，ガザミは主要

対象種として取り上げられている。千葉県でも東京湾

栽培漁業センターの開設に伴い，平成3年度からガザ

ミの種苗生産が開始され，本県におけるガザミの主生

産地である東京湾に放流が開始された。これに伴い，

ガザミの放流技術や資源管理方法の確立が求められて

いる。このためには天然または放流されたガザミの生

態的知見の集積が必要である。

ガザミの繁殖生態については，伊勢湾において生物

学的最小形・産卵期・産卵場，)紀伊水道北部・播磨
2) 

重量北東海域において産卵期，播磨灘北西海域におい

て産卵期・交尾期，)安芸重量において産卵期，)瀬戸内

海において生物学的最小援)などの報告があり，多く

の知見が得られている。しかしながら，東京湾におい

ては、東京湾横断道路漁業調査報告書の中に産卵期

についての記述があるのみで，繁殖生態についての知

見に乏しい。
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図1 調査対象海域
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このような背景のもとに，筆者らは千葉県における

ガザミの主生産海域である東京湾内湾部において，漁

獲物の精密測定により生殖腺熟度および肥満度の変化

を調査するとともに，抱卵個体の漁獲情報の収集解析

を行い，繁殖生態に関する二三の知見を得たので報告

する。

ム:富津漁業協同組合口.小糸川漁港

なお，ここでは，山椅・佐藤に従い，東京湾につ

いて富津陶と観音埼を結んだ線以北を内湾部とよぶこ

とにした(図 1)。

← 水深20m線

一 .東京湾と他海践との境界線

:東京湾内i高部と湾口部の境界線
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材料と方法

精密測定

富津漁港の北に位置する小糸川漁港に小型底曳網船

により水揚げされた漁獲物を買い取り精密測定を行っ

た。 1989年4月から1990年10月まで，原則として毎月

1回，合計16回の測定を行った(表 1)。

全甲幅，全i霊重量(ただし，錯脚は漁獲されると取

り去られるため鉛脚以外の重量)を測定後，雄につい

ては，精巣・精管・射精管，雌については，卵巣・受

精嚢の湿重量を測定し(図 2)，それぞれの合計値を生

殖腺重量とした。さらに，抱卵個体については産出卵

の湿重量を測定した。

雄の生殖腺熟度指数は次式により求めた。

生殖腺熟度指数=生殖腺重量/全甲幅3X108

雌については次式により求めた。

生殖腺熟度指数=生殖腺重量/全甲幅3X106

また，抱卵数の指標として，抱卵重量指数を次式に

より求めた。

抱卵重量指数=抱卵湿重量/全甲幅3X106

また，個体の状態の指標として肥満度を雄について

は次式により求めた。

表 1 測定日と雌雄別測定個体数

測定日
個体数

雄 雌

1989/ 4/25 12 27 

1989/ 5/25 3 14 

1989/ 6/29 13 22 

1989/ 7/27 17 12 

1989/ 8/30 23 24 

1989/ 9/28 15 7 

4 16 

1989/11/28 4 15 

19901 1/31 13 12 

1990/ 3/23 8 10 

1990/ 51 8 4 8 

1990/ 6/27 15 11 

1990/ 7/30 11 11 

1990/ 8/20 9 9 

1990/ 9/26 7 10 

1990/10/17 8 11 

言十 166 219 

A B 

図2 ガザミの生殖線

A・雄 1 射精管 2.精巣 3 務管

B:庫 4.卵巣 5.受精嚢

医璽は体表函を表す

広島大学生物学会編 (1971)・日本動物解剖図説

Plate 75. より模写

肥満度=(全湿重量一生殖腺重量)1全甲幅3X106

雌については次式により求めた。

sI'l満度=(全湿重量一生殖線重量一抱卵混重量)/

全甲幅3X106

漁獲情報の収集と解析

富津漁港(図 1)では，抱卵ガザミを銘柄(デコガニ)

で他のガザミと区別して取り扱っており，漁獲情報に

より抱卵ガザミの出現状況を知ることができる。

ここでは，主に東京湾内湾都中央部一南部海域で操

業し，富津漁港に水揚げする富津漁業協同組合所属の

小型底曳網船の漁獲情報を収集した。収集期間は1985

-1992年の 8年間である。収集した項目は銘柄別の漁

獲量と目別出漁隻数であり，月別の抱卵個体の出現状

況をみる指標として，デコガニの 1日1隻当たりの漁

獲量(以下CPUE)を計算した。

結果

精密測定を行った雌個体について，全調査期間の全

甲隠と生殖腺熟度指数の関係を図3に示した。

全甲幅121mm以上で生殖腺熟度指数が高くなる個体

がみられ，全甲幅128胴以上で抱卵する個体がみられた。

雄の生殖腺熟度指数，肥満度の月別変化を図4に示

した。なお，平均値，標準偏差の算出にあたっては，

精密測定を行った全雄個体を対象とした。生殖腺熟度

指数が高い値を示したのは1989年 9-11月および1990
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函4 雄の生殖腺熟度指数，肥満度の月別変化

全ての測定個体(雄)を対象

上図・.全個体の生殖腺熟度指数の平均値

下図・:全個体の肥満度の平均値

1:標準偏差を表す

生殖腺熟度指数=生殖腺重量/全甲揺3X108

肥満度~(全湿重量生殖腺重量);全甲幅3XI06

年 5月と 7月以降であり，同年とも 9月に最も高い値

を示した。これに対し，1989年 4-8月および1990年

1， 3， 6月は比較的低い値を示した。肥満度は調査

期間をとおして顕著な変化はみられなかった。

雌の生殖腺熟度指数，抱卵重量指数，肥満度の月別

変化を図 5に示した。なお，平均値，標準偏差の算出

にあたっては，成熟しない個体の影響を少なくするた

め，最小抱卵個体の全甲幅128mrnより大きい全甲幅130

皿以上の個体を対象とした。
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図5 雌の生殖腺熟度指数，抱卵重量指数，肥満度の

月別変化

全甲幅130回以上の個体を対象

上図・:生殖腺熟度指数の平均値

上図0:抱卵重量指数の平均値

下図・:肥満度の平均値

1:標準偏差を表す

生殖腺熟度指数=生殖腺重量/全甲頗3XI06

抱卵重量指数=抱卵iH重量/全甲儒3XI06

記講度~(全湿重量一生損控重量抱卵湿重量)/全甲幅3X106

生殖線熟度指数は1989年 5月に最高値を示し，その

後 7月に急激に減少し1989年 8， 9月にはほとんどO

に近い値となった。その後， 1989年10月以降漸増し，

1989年と同様に 7月に急激に減少し，これ以降低レベ

ルの値であった。

抱卵重量指数は，増減に一定の傾向は見いだせなかっ

たが， 1989年は 4-8月， 1990年は 5-8月に 0以上

の値を示し，抱卵個体が確認された。

肥満度については1990年は 1-7月が8月以降と比

較して低い値を示し，生殖腺熟度指数とほぼ逆相関の

傾向がみられたが， 1989年は同様の傾向が認められな

かった。

抱卵個体の年別の CPUEの月変化を図6に示した。

CPUEは1985年一1986年に高く，これらと比較して，

1987年以降は低レベルであった。 1985年一1986年では，

抱卵個体の出現が半年以上の長期にわたっていた。 1987

年では 6-9月， 1988-1992年では 5， 6月，または

G月に抱卵個体が出現した。出現盛期は 6月と 9月

(1985-1987年)，または6月(1988年一1992年)であった。
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生物学的最小形

生殖腺熟度指数の上昇および抱卵がみられる最小個

体から，全甲煽が120-130剛で産卵に参加する雄個体

が出現し始めると考えられる。

伊勢湾における生物学的最小形は，雌の腹部の形状

変化および最小抱卵個体の大きさから全甲橋120皿程

度と推定されているJまた，大阪湾における最小抱

卵個体は全甲幅121醐である。さらに，瀬戸内海にお

ける生物学的最小形は，雌の腹部の形状変化より全平

幅130醐内外と推定されている。)本結果も他海域での

結果とほぼ同様であり，これらの海域における共通の

特徴と考えられる。

産卵期および交尾期

雌の生殖腺熟度指数は， 8-9月に最低となった後，

10月以降ゆるやかり高まり， 5 -6月に最高に達する。

そしてその頃から産卵が始まり抱卵個体が増加すると

ともに産卵終了後の個体では熟度指数が低下する。

抱卵個体のCPUE変化からは，抱卵個体の出現が

長期にわたり，その盛期も 6，9月の 2回ある年があ

るー方，出現が6月前後の短期でその盛期が6月の 1

回の年が大部分であった。 f走者は資源密度が低いため，

盛期が現れなかった可能性がある。

以上のことから，産卵期は 5-9月であり，その盛

期は 6月もしくは 6，9月にあると考えられる。産卵

期に関しては抱卵個体の出現期間や生殖腺熟度指数の

変化から推定し，東京湾 5月下旬-9月上句，伊

勢 湾 通 常4月下旬(まれに 4月上旬)-9月下旬，盛

期は 8月，}紀伊水道北部 5月から 9月，盛期は 5

月下旬f播磨灘北西部海域 5月-8月，盛期は 6

月f安芸濃 4月下旬-8月下匂，盛期は 6月中旬

ー7月中dなどの報告がある。他の海域と比較した

場合，抱卵個体の CPUEの高い年に産卵盛期が9月

にも現れることが東京湾内海部の特徴として挙げられる。

6-7月には抱卵個体の中に高い生殖腺熟度指数を

示すものがあった(図 7)。これは，抱卵個体でも生殖

燥が発達していることを示しており，さらに産卵の可

能性を示唆している。
W) 

交尾については，松田・岩本が，交尾i土，産出卵

がふ化した後，雌が脱皮するとその都度くり返して行

われると述べている。雄の生殖腺熟度指数は 9月に最

も高くなっていた。また，上記より産卵期は 5-9月

と考えられた。これらのことから，主に 9月に交尾す

ると考えられる。
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富津漁業協同組合(木所)の水揚伝票より集計

会
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図6
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今回の調査結果から得られた知見より，ガザミ資源

の有効利用を考えた場合，未成熟である可能性が高い

全甲幅130mm未満の個体を保護することは意味がある

と，思われる。
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要約

1 )生殖腺熟度指数の変化，抱卵個体の CPUE変化

に基づいて，産卵に参加する最小個体，産卵期，

交尾期を推定した。

2)性的に成熟している雌の最小個体は，全甲幅121

凹であり，最小抱卵個体は，会甲幅128皿であっ

た。雄の生殖腺熟度指数は， 9月に最も高い値を

示した。雌の生殖腺熟度指数は， 5， 6月に高い

値を示すが 8，9月は低い値であった。また，

10月から次第に高くなっていった。抱卵個体の

CPUEの変化からは，抱卵個体の出現が長期にわ

たり，その盛期も 6，9月の 2回ある年がある一

方，出現が6月前後の短期でその盛期が6月の l

回の年が大部分であった。

3)産卵に参加する雌個体は，全甲幅120-130聞から

出現し始めると考えられた。産卵期は， 5 -9月

であり，その盛期は 6月もしくは 6， 9月と考え

られた。交尾期は，主に 9月と考えられた。
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